
道南観光、新幹線効果を活かす
～東京から最速４時間２分
　　青森１時間１分

ぐーんと近くなる～新
し
い
時
代
の
幕
開
け

函
館
市
長
　

工
藤
寿
樹

お
も
て
な
し
の
心
で

道
の
駅「
み
そ
ぎ
の
郷
き
こ
な
い
」

木
古
内
町
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
長
　
浅
利
　
文
博

観
光
施
設
、ル
ー
ト
づ
く
り
の
構
想
続
々

開
業
効
果
を
最
大
限
に

鹿

部

町

長

（
渡
島
町
村
会
長
）　
川
村
　
茂

道
内
各
地
、北
東
北
と
の
連
携
も
視
野
に

心
を
込
め
て
お
迎
え

北
斗
市
観
光
協
会

会

長
　

佐
々
木
博
史

　
新
函
館
北
斗
駅
に
併
設
さ
れ
た
「
北
斗
市
観
光
交
流
セ

ン
タ
ー
」
の
運
営
を
担
当
し

て
お
り
、
心
を
込
め
て
全
国

か
ら
の
皆
さ
ま
を
お
迎
え
す

る
。

　
セ
ン
タ
ー
に
は
、
北
海
道

の
観
光
情
報
や
北
斗
市
の
魅

力
の
発
信
拠
点
と
な
る
観
光

案
内
所
、
地
元
産
品
を
販
売

す
る
ア
ン
テ
ナ
シ
シ
ョ
ッ

プ
、
地
元
食
材
を
ふ
ん
だ
ん

に
使
っ
た
弁
当
を
提
供
す
る

カ
フ
ェ
な
ど
を
設
置
し
て
い

る
。
こ
こ
か
ら
は
道
内
各
地

や
函
館
市
内
へ
の
交
通
機
関

も
発
着
す
る
。

　
皆
さ
ま
の
ご
利
用
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

（５） 第２８３７号第３種郵便物認可２０１６年（平成２８年）３月１９日（土曜日）

新幹線の新型車両「Ｈ５系」

　
北
海
道
新
幹
線
の
開
業

は
、
新
し
い
時
代
の
幕
開
け

と
な
る
。
開
業
に
よ
る
観
光

客
を
は
じ
め
と

す
る
交
流
人
口

の
増
加
は
、
ま

ち
に
に
ぎ
わ
い

を
も
た
ら
す
だ
け
で
な
く
、

宿
泊
業
や
飲
食
店
、
物
販
店

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の

消
費
拡
大
に
つ
な
が
り
、
新

た
な
雇
用
の
創
出
や
市
民
所

得
の
向
上
な
ど
、
地
域
経
済

の
活
性
化
に
寄
与
す
る
も
の

と
期
待
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
２
０
３
０
年
度
の

札
幌
延
伸
を
見
据
え
、
函
館

を
よ
り
「
美
し
い
街
並
み
」

に
す
る
た
め
の
「
ガ
ー
デ
ン

シ
テ
ィ
函
館
」

構
想
の
実
現
を

目
指
し
、
「
点

の
観
光
」
か
ら

「
線
の
観
光
」「
面
の
観
光
」

へ
と
発
展
さ
せ
、
滞
在
型
観

光
の
推
進
や
リ
ピ
ー
タ
ー
の

確
保
な
ど
に
よ
る
交
流
人
口

の
拡
大
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
。

　
３
月

日
、
い
よ
い
よ
待
望

の
北
海
道
新
幹
線
が
開
業
す

る
。
北
海
道
新
幹
線
は
、
新
青

森
か
ら
札
幌
ま
で
の
３
６
０
㌔

だ
が
、
今
回
開
業
す
る
の
は
こ

の
う
ち
新
函
館
北
斗
駅
ま
で
の

１
４
８
・
８
㌔
。
北
海
道
新
幹

線
の
整
備
計
画
の
決
定
か
ら


年
、
青
函
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
し

て
か
ら

年
、
北
海
道
民
の
悲

願
だ
っ
た
新
幹
線
が
津
軽
海
峡

を
越
え
て
北
の
大
地
に
上
陸
す

る
。
そ
れ
は
、
日
本
の
大
動
脈

で
あ
る
新
幹
線
が
南
の
鹿
児
島

か
ら
北
の
北
海
道
ま
で
、
日
本

列
島
を
縦
断
し
て
つ
な
が
る
歴

史
的
な
瞬
間
で
も
あ
る
。

　
１
月

日
に
渡
島
西
部
４

町
と
檜
山
南
部
５
町
を
巡
る
広
域
観
光
の
拠
点
と
し
て
新

幹
線
駅
前
に
オ
ー
プ
ン
し

た
。

　
道
内
各
地
の
特
産
品
、
土

産
品
な
ど
の
物
販
コ
ー
ナ
ー

や
職
員
２
人
が
観
光
コ
ン
シ

ェ
ル
ジ
ュ
と
し
て
常
駐
す
る

観
光
案
内
所
が
設
け
ら
れ
、

人
気
シ
ェ
フ
奥
田
政
行
さ
ん

監
修
の
レ
ス
ト
ラ
ン
や
レ
ン

タ
カ
ー
会
社
２
社
も
営
業
し

て
い
る
。

　
オ
ー
プ
ン
１
カ
月
で
来
場

者
が
２
万
人
を
超
え
る
人
気

で
、
物
販
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

当
駅
の
限
定
品
が
特
に
支
持

を
得
て
い
る
。

　
「
お
も
て
な
し
」
の
心
を

一
つ
に
し
て
、
全
国
か
ら
の

皆
さ
ま
を
お
迎
え
し
ま
す
。

　
い
よ
い
よ
北
海
道
新
幹
線

の
開
業
で
あ
り
、
よ
り
多
く

の
観
光
客
を
迎
え
入
れ
よ
う

と
、
道
南
各
自

治
体
が
こ
れ
ま

で
準
備
を
進
め

て
き
た
取
り
組

み
が
本
番
を
迎
え
る
こ
と
に

な
る
。

　
当
町
で
は
「
道
の
駅
し
か

べ
間
歇
泉（
か
ん
け
つ
せ
ん
）

公
園
」
を
３
月

日
に
オ
ー

プ
ン
し
た
。
従
来
の
間
歇
泉

に
加
え
、
「
鹿
部
た
ら
こ
」

な
ど
を
販
売
す
る
物
産
館
、

温
泉
を
利
用
し
た「
蒸
し
釜
」

「
茹
で
釜
」
、
漁
協
女
性
部

に
よ
る
「
浜
の
か
あ
さ
ん
食

堂
」
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
く
、
海
の
幸

と
温
泉
に
こ
だ

わ
っ
た
施
設
で

す
。

　
新
幹
線
効
果
を
最
大
限
に

活
か
し
、
地
域
の
発
展
に
つ

な
げ
る
よ
う
、
引
き
続
き
各

市
町
と
連
携
し
な
が
ら
し
っ

か
り
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

　
今
回
の
開
業
で
三
つ
の
新
駅

が
誕
生
す
る
。
青
森
側
に
奥
津

軽
い
ま
べ
つ
駅
、
北
海
道
側
に

は
木
古
内
駅
、
新
函
館
北
斗
駅

だ
。
東
京
か
ら
新
函
館
北
斗
駅

ま
で
は
最
速
４
時
間
２
分
、
北

関
東
の
大
宮
か
ら
３
時
間


分
、
東
北
の
仙
台
か
ら
２
時
間


分
、
新
青
森
か
ら
は
わ
ず
か

１
時
間
１
分
と
な
る
。
従
来
に

比
べ
東
京
か
ら
は
１
時
間
ほ
ど

の
短
縮
と
な
り
、
乗
り
換
え
な

し
で
来
る
こ
と
が
で
き
、
北
関

東
や
東
北
各
地
と
の
往
来
は
格

段
に
便
利
に
な
る
。

　
１
日

往
復
で
、
東
京
か
ら

は

往
復
、
仙
台
、
盛
岡
、
新

青
森
か
ら
は
各
１
往
復
と
な

る
。
繁
忙
期
や
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

イ
ー
ク
に
は
、
３
往
復
程
度
の

臨
時
便
も
出
さ
れ
る
予
定
だ
。

　
グ
リ
ー
ン
と
白
に
ラ
ベ
ン
ダ

ー
色
の
ラ
イ
ン
が
入
っ
た
新
型

車
両
の
「
Ｈ
５
系
」
と
東
北
新

幹
線
の
「
Ｅ
５
系
」
が
最
高
時

速
２
６
０
㌔
（
青
函
ト
ン
ネ
ル

を
含
む
在
来
線
と
の
共
用
区
間


㌔
は
当
面
１
４
０
㌔
）
で
運

行
。

両
編
成
で
グ
ラ
ン
ク
ラ

ス
と
グ
リ
ー
ン
車
が
各
１
両
あ

り
、
乗
車
定
員
は
７
３
１
人
。

　
到
着
駅
の
新
函
館
北
斗
駅
か

ら
観
光
拠
点
の
函
館
に
は
、
新

幹
線
の
発
着
に
合
わ
せ
て
「
は

こ
だ
て
ラ
イ
ナ
ー
」が
運
行
し
、

最
速

分
で
到
着
。
ま
た
、
既

存
の
特
急
を
は
じ
め
各
列
車
も

す
べ
て
停
車
し
、
洞
爺
、
登
別

な
ど
の
観
光
地
や
札
幌
方
面
へ

と
結
ぶ
。

　
●
開
業
を
迎
え
る
道
南
各
地

　
新
幹
線
効
果
を
地
域
の
活
性

化
に
と
、
観
光
拠
点
の
函
館
市

を
は
じ
め
道
南
各
地
で
は
観
光

施
設
の
整
備
、
地
域
の
特
色
を

生
か
し
た
特
産
品
や
食
の
開

発
、
広
域
観
光
の
推
進
な
ど
、

増
加
す
る
観
光
客
を
迎
え
入
れ

る
準
備
が
着
々
と
進
ん
で
い

る
。

　
函
館
市
で
は
、
駅
前
に
大
規

模
複
合
ビ
ル
の
建
設
が
進
む
な

ど
、
駅
前
通
り
の
整
備
が
進
行

中
で
あ
り
、
出
足
の
遅
れ
て
い

た
ホ
テ
ル
や
観
光
施
設
の
新
増

設
も
活
発
と
な
り
、
人
気
の
ベ

イ
エ
リ
ア
地
区
で
の
ホ
テ
ル
の

新
設
計
画
や
湯
の
川
温
泉
地
区

で
の
増
改
築
な
ど
が
動
き
出
し

て
き
て
い
る
。

　
ま
た
、
昨
年
夏
に
は
、
５
千

人
規
模
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
に

も
対
応
で
き
る
市
営
の
「
は
こ

だ
て
ア
リ
ー
ナ
」
が
完
成
し
、


月
に
は
夜
景
観
光
の
拠
点
施

設
で
あ
る
函
館
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ

イ
の
改
修
も
行
わ
れ
た
。

　
道
内
最
初
の
停
車
地
で
あ
る

木
古
内
町
で
は
、
桜
の
名
所
の

松
前
町
や
檜
山
地
方
へ
の
中
継

地
と
し
て
や
、
並
行
在
来
線
の

「
道
南
い
さ
り
び
鉄
道
」へ
の
乗

り
換
え
地
と
し
て
の
役
割
に
力

を
入
れ
て
お
り
、
１
月
に
道
の

駅
「
み
そ
ぎ
の
郷
き
こ
な
い
」

を
駅
前
に
オ
ー
プ
ン
。
道
内
各

地
の
特
産
品
、
土
産
品
の
販
売

や
道
南
、東
北
の
観
光
案
内
、人

気
シ
ェ
フ
の
監
修
に
よ
る
レ
ス

ト
ラ
ン
で
地
元
食
材
を
活
か
し

た
イ
タ
リ
ア
料
理
の
提
供
な
ど

を
行
い
、人
気
を
集
め
て
い
る
。

　
隣
接
地
の
知
内
町
で
は
、
津

軽
海
峡
で
育
っ
た
カ
キ
の
料
理

を
提
供
す
る
「
カ
キ
小
屋
」
を

１
月
に
オ
ー
プ
ン
。
松
前
や
江

差
方
面
に
向
か
う
観
光
客
の
利

用
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　
到
着
地
の
北
斗
市
で
は
、
新

幹
線
の
駅
舎
に
観
光
交
流
セ
ン

タ
ー
を
併
設
し
、
売
店
や
カ
フ

エ
、
休
憩
所
な
ど
を
整
備
。
駅

前
の
商
業
地
に
は
、
タ
ク
シ
ー

や
レ
ン
タ
カ
ー
会
社
が
立
地
し

て
営
業
を
始
め
、
ホ
テ
ル
や
物

販
店
な
ど
が
入
る
商
業
ビ
ル
も

来
年
夏
の
完
成
を
目
指
し
て
建

設
中
だ
。

　
総
合
車
両
基
地
を
持
つ
七
飯

町
で
は
、
新
幹
線
駅
の
近
接
地

に
道
の
駅
を
設
置
す
る
計
画

や
、
リ
ゾ
ー
ト
地
の
大
沼
地
区

で
西
武
グ
ル
ー
プ
や
鶴
雅
グ
ル

ー
プ
に
よ
る
ホ
テ
ル
、
レ
ジ
ャ

ー
施
設
の
改
修
が
行
わ
れ
て
い

る
。

　
ま
た
、
太
平
洋
側
の
鹿
部
町

で
は
、
国
内
で
も
珍
し
い
間
歇

泉
（
か
ん
け
つ
せ
ん
）
を
活
用

し
た
施
設
整
備
が
行
わ
れ
て
お

り
、
新
幹
線
の
開
業
に
先
駆
け

て
道
の
駅
「
し
か
べ
間
歇
泉
公

園
」
を
オ
ー
プ
ン
。
浜
料
理
を

提
供
す
る
食
事
処
や
温
泉
を
利

用
し
た
蒸
し
釜
、
茹
で
釜
の
設

置
、
料
理
づ
く
り
の
体
験
館
な

ど
を
設
け
、
観
光
客
へ
の
売
り

込
み
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　
森
町
で
は
、
縄
文
の
文
化
遺

跡
の
Ｐ
Ｒ
と
人
気
の「
い
か
飯
」

や
地
元
の
Ｓ
Ｐ
豚
を
使
っ
た

「
ぶ
た
丼
」
な
ど
、
地
元
の
味

の
展
開
を
模
索
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
道
南
西
部
の
檜
山

地
方
や
道
南
北
部
の
各
町
で

も
、
新
幹
線
の
開
業
を
見
据
え

た
広
域
観
光
の
ル
ー
ト
づ
く
り

や
そ
の
推
進
に
力
を
入
れ
て
い

る
。

　
●
道
南
地
域
の
見
ど
こ
ろ
と

温
泉
や
食

　
道
南
地
域
は
、
函
館
を
起
点

に

の
市
町
が
集
結
し
た
道
内

で
最
も
温
暖
で
穏
や
か
な
自
然

環
境
を
持
つ
地
域
で
あ
る
。
そ

こ
に
古
い
歴
史
と
文
化
、温
泉
、

新
鮮
な
海
の
幸
が
盛
り
だ
く
さ

ん
に
あ
る
魅
力
満
載
の
地
域

だ
。

　
ま
ず
、
函
館
と
い
え
ば
、
日

本
三
大
夜
景
と
い
わ
れ
る
函
館

山
か
ら
の
眺
め
だ
。
四
季
を
問

わ
ず
国
内
外
か
ら
の
観
光
客
で

賑
わ
う
。
さ
ら
に
、
幕
末
の
歴

史
を
刻
ん
だ
特
別
史
跡
の
五
稜

郭
。
当
時
の
奉
行
所
も
復
元
さ

れ
て
お
り
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ

ー
ク
に
は
１
６
０
０
本
の
桜
が

満
開
と
な
る
桜
の
名
所
で
も
あ

る
。
公
園
そ
ば
の
五
稜
郭
タ
ワ

ー
に
上
る
と
、
星
形
の
城
郭
が

ピ
ン
ク
に
染
ま
る
景
色
を
堪
能

で
き
る
。

　
桜
と
い
え
ば
、
道
南
各
地
に

は
桜
の
名
所
が
多
い
。
木
古
内

駅
か
ら
は
、
道
内
一
の
桜
の
名

所
の
松
前
町
や
江
差
追
分
の
江

差
町
が
近
い
。
松
前
町
に
は
道

内
唯
一
の
城
が
あ
り
、
城
を
囲

む
松
前
公
園
で
は
、
１
万
本
も

の
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
桜
が
咲

き
、
４
月
下
旬
か
ら
５
月
中
旬

過
ぎ
ま
で
の
長
い
期
間
楽
し
む

こ
と
が
で
き
る
。
古
い
寺
社
も

多
く
、
同
時
期
に
開
か
れ
る

「
松
前
桜
ま
つ
り
」
に
は
、
多

く
の
花
見
客
で
賑
わ
う
。

　
松
前
町
か
ら
車
で
海
岸
線
を

１
時
間
ほ
ど
走
る
と
江
差
町
に

着
く
。
こ
こ
は
か
つ
て
ニ
シ
ン

漁
で
栄
え
、
江
差
の
春
は
江
戸

に
も
な
い
と
い
わ
れ
た
港
町

で
、
ニ
シ
ン
舟
や
北
前
船
で
賑

わ
っ
た
当
時
を
し
の
び
な
が

ら
、
海
の
見
え
る
坂
道
の
散
策

や
桜
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
。

　
さ
ら
に
、
北
斗
市
の
松
前
藩

戸
切
地
陣
屋
跡
の
８
０
０
㍍
に

わ
た
る
桜
並
木
や
法
亀
寺
の
道

内
一
と
い
わ
れ
る
し
だ
れ
桜
、

森
町
の
青
葉
ケ
丘
公
園
の
桜
も

圧
巻
だ
。

　
５
月
末
か
ら
６
月
上
旬
に
か

け
て
は
、
函
館
市
恵
山
地
区
の

山
裾
を
真
紅
に
染
め
る

万
本

の
つ
つ
じ
や
七
飯
町
大
沼
地
区

の
湖
に
映
え
る
つ
つ
じ
も
、
秀

峰
駒
ヶ
岳
と
と
も
に
外
せ
な
い

見
ど
こ
ろ
だ
。

　
ま
た
、
北
海
道
は
全
国
一
の

温
泉
数
を
誇
る
温
泉
王
国
で
、

道
南
に
も
優
れ
た
温
泉
が
多

い
。

　
函
館
市
内
に
は
、
独
特
の
泉

質
で
知
ら
れ
る
谷
地
頭
温
泉
や

津
軽
海
峡
に
面
し
た
湯
の
川
温

泉
が
あ
る
。
市
街
地
に
近
く
、

夜
景
見
物
の
あ
と
漁
火
を
見
な

が
ら
入
る
温
泉
は
忘
れ
ら
れ
な

い
思
い
出
に
な
る
だ
ろ
う
。
椴

法
華
地
区
の
波
打
ち
際
に
あ
る

水
無
海
浜
温
泉
も
一
度
は
行
っ

て
み
た
い
秘
湯
だ
。

　
さ
ら
に
、
間
歇
泉
で
知
ら
れ

る
鹿
部
町
、
秀
峰
駒
ヶ
岳
を
望

む
七
飯
町
、
優
し
い
泉
質
で
知

ら
れ
る
八
雲
町
や
長
万
部
町
の

温
泉
な
ど
と
、
枚
挙
に
い
と
ま

が
な
い
。

　
加
え
て
、新
鮮
な
海
の
幸
だ
。

　
函
館
市
が
市
の
魚
に
指
定
し

て
い
る
朝
獲
り
の
活
き
い
か
や

津
軽
海
峡
で
獲
れ
る
マ
グ
ロ
、

カ
キ
、
ホ
タ
テ
な
ど
新
鮮
な
魚

介
類
を
各
地
で
堪
能
で
き
る
。

　
朝
一
番
の
新
幹
線
で
東
京
を

発
つ
と
、
昼
に
は
函
館
駅
そ
ば

の
朝
市
で
獲
れ
た
て
の
海
の
幸

の
昼
食
が
と
れ
る
。
ぜ
ひ
、
訪

ね
て
ほ
し
い
も
の
だ
。

　
●
北
海
道
観
光
活
性
化
へ
の

チ
ャ
ン
ス

　
北
海
道
観
光
は
こ
の
と
こ
ろ

順
調
に
推
移
し
て
き
て
お
り
、

２
０
１
４
年
の
観
光
客
総
数
は

５
３
７
７
万
人
（
対
前
年
１
・

３
％
増
）
で
、
こ
の
う
ち
道
外

客
は
５
６
９
万
人
（
同
０
・
７

％
増
）
。
と
り
わ
け
海
外
客
が

１
５
４
万
人（
同

・
７
％
増
）

と
極
め
て
好
調
で
、
２
０
１
５

年
の
新
千
歳
空
港
の
国
際
線
旅

客
数
も
２
１
０
万
人
（
同

・

３
％
増
）
と
、
大
幅
に
増
加
し

て
い
る
。

　
こ
れ
に
伴
う
観
光
総
消
費
額

は
、
１
兆
３
千
億
円
に
上
っ
て

お
り
、
こ
れ
は
北
海
道
の
農
林

水
産
物
の
総
生
産
額
に
匹
敵
す

る
規
模
だ
。

　
道
観
光
局
で
は
、
「
新
幹
線

の
開
業
は
、
観
光
需
要
を
喚
起

す
る
こ
と
に
な
り
、
北
海
道
観

光
の
活
性
化
へ
の
大
き
な
チ
ャ

ン
ス
だ
。
各
地
域
の
観
光
資
源

を
し
っ
か
り
磨
き
上
げ
、
全
国

か
ら
の
皆
さ
ん
に
満
足
し
て
も

ら
え
る
観
光
地
づ
く
り
を
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
好

調
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
も
、
新
幹

線
と
連
携
す
る
こ
と
で
多
様
な

回
り
方
が
で
き
、
拡
大
に
つ
な

が
る
」
と
、
期
待
し
て
い
る
。

　
道
南
地
域
の
観
光
入
り
込
み

数
も
、
こ
の
と
こ
ろ
順
調
で
は

あ
る
が
、
ま
だ
、
ひ
と
頃
の
水

準
に
ま
で
は
な
っ
て
い
な
い
。

し
か
し
、
民
間
シ
ン
ク
タ
ン
ク

の
調
査
で
も
、
全
国
の
都
市
の

中
で
函
館
の
人
気
が
高
く
、
行

っ
て
み
た
い
町
の
ト
ッ
プ
と
な

っ
て
い
る
。
そ
う
い
う
中
で
の

新
幹
線
の
開
業
は
、
道
南
観
光

の
活
性
化
と
拡
大
に
大
き
な
効

果
を
も
た
ら
す
も
の
と
期
待
さ

れ
て
い
る
。

　
●
広
域
観
光
の
推
進

　
地
域
間
の
連
携
を
通
じ
て
、

新
幹
線
効
果
を
道
南
各
地
は
も

と
よ
り
全
道
に
波
及
さ
せ
て
い

こ
う
と
、
各
自
治
体
や
関
係
団

体
が
中
心
と
な
っ
た
広
域
観
光

へ
の
取
り
組
み
も
活
発
化
し
つ

つ
あ
る
。

　
道
南
地
域

市
町
に
よ
る

「
み
な
み
北
海
道
観
光
推
進
協

議
会
」
の
ほ
か
、
新
幹
線
開
業

を
見
据
え
、
道
南
西
部
４
町
と

檜
山
地
方
５
町
に
よ
る
「
新
幹

線
木
古
内
駅
活
用
推
進
協
議

会
」
や
、
秀
峰
駒
ヶ
岳
を
囲
む

３
町
で
構
成
す
る
「
環
駒
ヶ
岳

広
域
観
光
推
進
協
議
会
」
な
ど

が
設
け
ら
れ
、
広
域
観
光
の
ル

ー
ト
づ
く
り
や
Ｐ
Ｒ
、
モ
ニ
タ

ー
ツ
ア
ー
の
実
施
な
ど
の
活
動

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
隣
接
地
域
で
あ
る
登

別
や
洞
爺
湖
な
ど
を
抱
え
る
胆

振
地
方
や
競
走
馬
の
産
地
で
知

ら
れ
る
日
高
地
方
も
加
わ
っ
た

「
日
胆
地
域
戦
略
会
議
」
、
道

南
北
部
と
後
志
南
部
地
域
と
の

広
域
観
光
推
進
協
議
会
、
ス
キ

ー
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
人
気
の
ニ

セ
コ
地
域
と
の
連
携
も
動
き
出

し
て
き
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
地
域
間
の
連
携
に

よ
る
広
域
的
な
観
光
を
積
極
的

に
推
進
し
、
新
幹
線
効
果
を
広

く
全
道
に
波
及
さ
せ
て
い
く
た

め
に
は
、
二
次
交
通
網
の
整
備

が
不
可
欠
で
あ
る
と
と
も
に
、

各
地
域
の
持
つ
観
光
資
源
を
し

っ
か
り
磨
き
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ

世
界
に
通
用
す
る
観
光
地
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
強
く

求
め
ら
れ
て
き
て
い
る
と
い
え

る
。

　
●
青
函
圏
交
流
と
縄
文
文
化

の
世
界
遺
産
登
録
へ

　
一
方
、
新
幹
線
開
業
で
わ
ず

か
１
時
間
で
結
ば
れ
る
北
東
北

と
の
連
携
が
ま
す
ま
す
重
要
と

な
っ
て
き
て
い
る
。

　
北
海
道
観
光
振
興
機
構
が
首

都
圏
で
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
で
も
、
新
幹
線
の
開
業
に
よ

り
函
館
と
東
北
を
セ
ッ
ト
に
し

た
旅
行
の
希
望
が
多
か
っ
た
。

各
旅
行
会
社
か
ら
東
北
と
の
セ

ッ
ト
に
よ
る
旅
行
商
品
が
多
く

売
り
出
さ
れ
て
お
り
、
道
内
か

ら
も
道
南
と
東
北
を
回
る
旅
行

商
品
が
増
え
て
き
て
い
る
。

　
函
館
市
で
は
３
年
前
か
ら
青

森
、
弘
前
、
八
戸
と
の
４
市
で

「
青
函
圏
観
光
都
市
会
議
」を
設

け
、
首
都
圏
や
北
関
東
で
の
観

光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
を

は
じ
め
、
観
光
や
イ
ベ
ン
ト
の

連
携
と
協
力
を
進
め
て
き
た
。

　
２
月
の
「
さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま
つ

り
」
会
場
で
も
、
新
幹
線
の
大

氷
像
の
点
灯
式
に
４
市
長
が
そ

ろ
っ
て
登
壇
し
、
北
東
北
と
の

交
流
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　
こ
う
し
た
北
東
北
と
の
交
流

を
進
め
る
中
で
、
４
月
に
は
、

青
函
圏
の
観
光
Ｐ
Ｒ
を
行
う
青

函
周
遊
博
を
行
う
の
を
は
じ

め
、
７
～
９
月
に
は
、
Ｊ
Ｒ
６

社
と
組
ん
で
「
ひ
と
旅
ふ
た
旅

め
ぐ
る
旅
」
と
題
す
る
青
森
県

と
の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
も
実
施
す
る
。

　
ま
た
、
北
東
北
か
ら
道
南
各

地
に
か
け
て
は
、
縄
文
時
代
の

遺
跡
群
が
多
数
存
在
す
る
。
青

森
県
の
三
内
丸
山
遺
跡
を
は
じ

め
、
中
空
土
偶
の
出
土
で
知
ら

れ
る
函
館
市
の
大
船
遺
跡
、
森

町
の
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
、
さ

ら
に
は
胆
振
地
方
に
も
縄
文
文

化
圏
が
広
が
っ
て
い
る
。

　
北
海
道
と
青
森
、
秋
田
、
岩

手
各
県
と
関
係
市
町
で
は
、
こ

れ
ら
を
世
界
文
化
遺
産
に
登
録

し
よ
う
と
推
進
協
議
会
を
設
置

し
て
、
実
現
に
向
け
た
取
り
組

み
を
続
け
て
い
る
。

◇

　
首
都
圏
を
は
じ
め
北
関
東
や

東
北
と
の
時
間
距
離
を
縮
め
、

交
流
人
口
を
拡
大
す
る
北
海
道

新
幹
線
の
開
業
。
到
着
地
の
道

南
地
域
は
も
と
よ
り
、
全
道
各

地
や
北
東
北
の
活
性
化
に
大
き

な
力
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。

　
こ
れ
を
一
過
性
の
も
の
に
し

な
い
た
め
に
も
、
国
内
外
か
ら

増
加
す
る
観
光
客
に
対
す
る
受

け
入
れ
態
勢
の
充
実
な
ど
、
質

の
高
い
観
光
地
づ
く
り
に
向
け

た
取
り
組
み
が
ま
す
ま
す
求
め

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
２
０
３
０
年
度
に
は
札
幌
開

業
と
な
り
、
交
流
人
口
が
一
気

に
増
加
、
全
道
へ
の
新
幹
線
効

果
も
大
き
く
拡
が
る
こ
と
に
な

る
。

　
全
道
各
地
の
活
性
化
に
、
古

代
か
ら
の
つ
な
が
り
を
持
つ
北

東
北
と
の
交
流
圏
の
形
成
に
と

夢
が
広
が
る
北
海
道
新
幹
線
。

　
道
民
の
大
き
な
期
待
を
乗
せ

て
、
い
よ
い
よ
３
月

日
の
開

業
を
迎
え
る
。


